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概 要

本稿では、日本経済新聞社から公表されているデータセットである「一般事業会社本決算デー
タ」（2000年から 2004 年）を用いて、日本の情報通信業における IT関連資本の経済効果を推
計している。その推計手法としては、パネルデータによる確率論的フロンティアを採用した。
その結果、Cobb-Douglas型生産関数を想定した推計式において、ソフトウェア資本、機械

設備、そして両者を合わせた IT関連資本が生産物（総売上高および総付加価値）に対して正の
弾力性および限界生産力を有していることがわかった。また、IT関連資本比率（IT関連資本と
非 IT関連資本の割合）は、概して最適資本比率よりも大きくなってことがわかった。
このことから、少なくとも 2000年以降、日本の情報通信業では、1990年代の日本の非製造

業で見られた生産性パラドックスは観測されないということを結論付けることができる。
さらに、技術的効率性に関しては、ほぼすべての結果で年々わずかながら上昇傾向にあり、

また全体的に見て、いずれの推計結果でも効率性の程度は各企業で大きく違うことがわかった。
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